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Fig. 1. The number of shots dependence of water window yield.

水の窓軟 X線顕微鏡のための高輝度光
源を実現するためには，高繰り返しレー
ザーの他にターゲットを安定に供給するこ
とは重要である．高繰り返し動作の EUV

光源～軟 X 線光源の代表的なものには，
EUVリソグラフィー露光用光源のドロッ
プレットターゲット [1]，軟 X 線 (EUV)

レーザー用の回転ターゲット [2]および回
転クライオターゲット [3]などが報告され
ている．しかしながら，もう少し簡単に
ターゲット表面の同じ箇所にレーザーパ
ルスを多重照射しても発光強度が減少しなければよいのではないかと考えている．そこで，各種元
素のターゲットにレーザーパルスを多重照射し，水の窓軟 X線出力のショット数依存性を調べた．
パルス幅が 150 ps (FWHM)，最大パルスエネルギーが 220 mJ/pulseの Nd:YAGレーザーを平凸
レンズで厚さ 1 mmの平板金属ターゲットに集光照射した．集光径は約 40 �mであり，最大集光
強度は約 1:2 � 1014 W/cm2 である．ターゲットの元素は Zr [4]，Nb，Mo [5]，Au，Pb，Bi [6]と
した．
図 1は各種元素を用いたときの軟 X線発光強度（波長域：2:3 � 4:4 nm）のレーザーショット数
依存性である．数ショットはほぼ同じ発光強度を有するが，ショット数が増加すると発光強度は減
少した．これはレーザーアブレーションによりターゲットが吹き飛ばされ，元素が少なくなるか
らである．発光強度が 70%に減少するまでのショット数を調べると， Biのときは約 5ショットで
あるが，Moのときは約 40ショットであった．融点が高い Moが最もターゲット寿命が長くなる
ことが観測された．講演では，スペクトル構造や融点依存性についても示す予定である．
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